２００８年度の活動概要

(１)　例会報告

　例会は、ＮＰＯ法人サイエンスＥネットのメンバーがお互いに関心のある理科実験を持ち寄り、発表しあい、互いにアドバイスをしあうという相互に刺激が得られる場として定着している。ここで「例会報告」として報告する内容は、ホームページhttp://www2.hamajima.co.jp/-elegance/se-net/からの一部転載である（ホームページの管理は、理事長川村康文による）。

a)　第７５回例会

日時：２００８年６月７日（土）
場所：東京理科大学川村研究室

参加者：（敬称略、順不同）網倉聖子，中田温子，五十嵐靖則，野坂泰子，小笹哲夫，古月徳磨，吉田加津哉，コリーヌ・ブレ，佐々木恵久子，川村康文，舩田優，銕川陽一,小野寺，筏，村上
発表テーマと発表者：（順不同）

１．舩田優「小，中，高連携の特別授業について」「科学の祭典千葉大会」の紹介
①6月7日、8日青少年のための科学の祭典千葉大会が開催中．

②小・中・高連携の特別事業について

２．加藤俊博「フリクションボールペン」
パイロットから発売されているフリクションボールペンの秘密を解説した。摩擦熱で60℃以上になると色が白色になるので消えたように見える。実験ではティッシューペーパーでこすって消えること一度消した後に冷凍室で-10℃以下にすると再び文字が浮かび上がることを演じた。

これはロイコ染料と顕色材と変質温度調整剤がマイクロカプセルに入った水溶性ゲルに入っており、常温ではロイコ染料と顕色材の結びつきで着色されているが、60℃を超えるとその結びつきが外れるために白色に変化する。-10℃以下の低温になるとふたたびロイコ染料と顕色材が再結合して着色を呈するようになるとのこと。
３．佐々木　清　「小中連携・ＩＣＴ活用授業の実験報告」

昨年度１１月２２日（木）に第４校時に明健小学校で第５校時に明健中学校で、ＪＳＴ理科ねっとわーく活用共同研究発表の一貫として実施しました。授業テーマは、「探究の過程」をカテゴリー分析をした理科カリキュラムの開発と活用」で、サブテーマが「探究型学力」と「習得型学力」のバランスを考えた理科授業の実践です。授業改善の視点として、

①習得型学力と探究型学力のバランスを考えた授業展開によって、生徒に問題解決能力を身に付け、科学的な思考力を身に付ける。

②理科ねっとわーくおよびＩＴ機器の活用によって、情報を共有し共に学び合いながら、課題解決を図る。

③小中連携による授業展開によって、９年間を見通した学習内容の系統性及び連続性を考えた指導の在り方を考える。

という、大きく３つの研究の柱を立てて実践しました。

授業公開しました学習内容は、中学校１年「水溶液の性質」の酸性・アルカリ性の性質です。 

４．藤原清　「物づくりの技を学ぶ」
立命館大学山下研究室（５月１９日実施）、東京理科大学川村研究室（６月４日実施、１１日、１８日予定）での藤原の授業報告。この授業は川村康文先生、山下茂樹先生からそれぞれ時期を同じくして同様の授業の依頼があり実現しました。

①川村研究室の場合

パワーポイントでの基本的な技術の講義と「自転車発電機２台」を１４名の学生が２チームに分かれ、それぞれメカ部、制御部、の加工、組立作業を６月４，１１，１８日（計３日間）で完成します。６月４日はまず技術の講義で（工作機械、機械工具、電動工具、電気用工具、測定用工具、作業用保護具）についてとチーム分け後、加工作業をしました。

②山下研究室の場合

パワーポイントでの基本的な技術の講義と工作「やじろべえ」を９名の学生に組み立て作業をしてもらいました。今後はインターンシップで㈱リテンの工重に出向いてもらい、「匠の技」を学んでもらいます。

このような実情からして、少しでも我々ＮＰＯ法人サイエンスＥネットの活躍で理科好きの子どもたちを多く育て、日本の国力（技術力）アップに貢献したい旨の話をしました。

５．樋口智弘　ＳＰＰホームページのリニューアルとＤＶＤの紹介
今回の例会では、このＳＰＰホームページのリニューアルについてと、取組事例を撮影したＤＶＤの紹介をさせていただきました。
①ＳＰＰホームページのリニューアルについて　　※ＵＲＬ：http://spp.jst.go.jp/
②平成１９年度実施報告書の掲載

③事業実績の掲載
④ＤＶＤの紹介

ＳＰＰの取組を紹介するＤＶＤを、希望者の方に無料で配布しております。

　ＳＰＰ事務局のメールアドレス「spp◎jst.go.jp（◎は@に置き換えてください）」に、ご希望のＤＶＤのタイトルと本数、送付先の郵便番号、住所、氏名、電話番号をお知らせいただければ、事務局からお送りいたします。

６．「フレンネルレンズとおもしろグッズ」（網倉聖子）
 　フレネルレンズ実物紹介，雲母，あけられない貯金箱などを紹介させていただきました。フレネルレンズの構造を舩田先生よりイラストで説明を受け、納得いたしました。すごい発明です。
７．「田園調布雙葉学園に赴任して」（古月徳磨）

自分は、今年の3月に東京理科大学大学院を卒業し、4月に田園調布雙葉学園というカトリック学校に新任として勤務することになりました。教員になって二ヶ月という新人が実際の現場について感じたことを発表させていただきました。

主に以下の三点です。

①公立とは異なる学園特有の背景と環境

②「楽しい物理（通称）」という課題研究がメインの科目があること

③自ら学校の外へ動かないと、自分が枯渇していくような印象を受けること

三つ目の項目で述べましたが、今回のような例会がとても貴重であると感じています。
ｂ)　第７６回例会

日時：２００８２０年１０月１１日（土）
場所：東京理科大学　川村研究室
参加者：（敬称略、順不同）川村康文、松林昭、加藤俊博、小林昭智、小笹哲夫
発表テーマと発表者：
１．空気・水・光に関する教材に着目して（松林　昭）
２．紫イモ色変化　（加藤俊博）
３．サボニウス型風車風力発電　（小林　昭智）
４．手作りサボニウス型風車風車発電＜お持ち帰り実験＞（川村　康文）
発表内容と感想：

１．川村康文
第76回例会，少人数でしたが，内容よく，充実した例会ができました。発表内容は、サボニウス型風車の基　　本セットを準備し，それに，身の回りのいろいろなものを探して，それをもちいてサボニウス型風車を，風力発電ができるように，して頂くというものでした。途中から，加藤先生の，色変わりたこ焼き（紫イモ入り）の方に，みなさん，夢中になり，サボニウス型風車での風力実験器は宿題となりました。　　サボニウス型風車のほうでは，小林君が，すごく頑張ってくれました。
２．加藤俊博
ムラサキイモのフレーク状粉末を入手できたので、酸アルカリ反応の指示薬と使ってみた。私の予想と違っていたのは、ビール、レモンの皮など。その後色代わりタコ焼きとしてムラサキイモのフレーク状粉末を使って４色のタコ焼き（イモなし、イモ入り、イモ/レモン入り、イモ/重曹入り）を作ってみなさんに試食していただいた。タコは小林さんが近くのマーケットまで買出し調達。多謝。サボニウス型風車のほうでは，がんばって発電して携帯ラジオが聞けましたね。改良してTVも見られるようになることを期待しています。例会に参加して、京都から参加の松林先生とお会いできてよかったです。いろいろとお話させていただきどうもありがとうございました。サボニウスにこだわらずに、発電効率の良いプロペラ式で発電実験機を作ってみたいと思いました。発電モーターを調べさせていただきましたが、マブチの高級モータが使われていたのですね。
３．松林昭
空気・水・光に関する教材に着目してエネルギー問題は、政府や研究者に委ねればよいという問題ではなく、私たち国民一人一人の問題である。この問題を一人一人が考えられるようになるために、義務教育におけるエネルギー教育はどうあるべきかを検討していくことが大切だと考えている。ここでは、1) まず「小中学校理科教科書や、教材集にどんなエネルギー教材があるか」を調査し、
①どんな新教材が必要かを検討し、
②実際に教材の開発に取り組む、
という方針で研究に臨んでいる。今回、この研究したことを報告した。
４．小林昭智
エネルギー環境教育の授業を行う場合に、授業に即した手軽な実験教材が少ないという指摘があり、このことがエネルギー環境教育の実践が広がりにくい要因の１つと考えられる。そこで、このことへの対応として、適切な実験教材としての風力発電実験機を開発した。本研究では、身近なものでできるサボニウス型風車風力発電実験機を開発し、これを用いてラジオを鳴らしたり、蛍光灯をつけたりする実践を行ったので報告した。
10月11日にみなさんにみていただいた風車は、羽をとりつける位置を120度ずつずらして三段にしたものでした。材料は10リットルのごみバケツ６個と自転車のハブダイナモ、木の板です。一段のときは２wしか出なかったのに三段にすると４．１３wも出ました。これはやはり風を効率よく利用できた結果だと思います。これから土台をもっと安定させて軸がぶれないようにしたいです。
ｃ)　第７７回例会
日程：2008年11月8日（土）18～22時位まで
場所：東京理科大学　川村研究室
参加者：（敬称略、順不同）川村、足利、佐々木、槙、後藤、網屋、滑川、中澤、墨谷
発表テーマと発表者
０．公開講座報告；圧電実験シリーズ（足利＠鳥取県）
１．ファラデーモーター（足利）
２．圧電リニア-モーターカー（足利）
３．電流回路（中学2年生）の実践（佐々木＠福島県郡山市）
４．霧箱（槙）
５．ボイル・シャルルの実験（後藤）
６．ピエゾ効果の石（網倉）
７．しゃかしゃかライト（網屋）
番外。３色蛍光管，ハンディブラックライト暗箱（川村）
発表内容と感想：
１．川村
足利先生の圧電素子で，蛍光管やグローランプを光らせる実験に触発され，思わず，ハンディブラックライト暗箱を出してしまいました。　ハンディブラックライト暗箱は，明るい教室や運動場でも，紫外線で光らせる実験ができるように，しかも，電池代などを考えなくても，圧電素子でブラックライトを光らせる実験機です。そのため，つられて，水銀灯，ブラックライトを出してしまいました。あげくの果てには，３色蛍光管まで出してしまいました。川村研の中澤さんも始めてみたと言ってもらえたので，ご披露したかいがありました。
感想：まず，なんといっても，網屋先生が滑川先生と偶然，お会いになって，参加されたこと，ありがとうございました。特に，滑川先生は電気工学ご出身で，ご自分の研究が風車を水車にしての発電で，川村研の研究を進めるうえでも，貴重なアドバイスを頂けそうです。ご参加，ありがとうございました。続いて，後藤先生＠実践学園の，理科ねっとわーく研究の研究授業の研究です。ボイル・シャルルの実験を，ガラス管に水銀を入れる場面，金尺を利用する場面などを全員で体験し，中澤さんや後藤先生，網倉さんに，実験データからグラフを描いてもらったり，絶対零度の話をしたりできたのが，よかったです。今回の圧巻は，やはり足利先生の実験シリーズです。実験３メニューですが，全部で１０ぐらいの実験をみせて頂けたでしょうか？川村もすごく勉強になりました。大感謝です。
２．足利
昨日はいろいろ勉強になり、楽しく過ごさせていただきました。
①公開講座報告；圧電実験シリーズ（足利＠鳥取県）
「圧電」をテーマに、２つの工作を行った。まず、圧電の性質を見るため、着火素子による蛍光管やグロー球の放電実験を行った。着火素子を用いた雷の発生実験で、雷はどのような場所に落ちやすいか、落雷から身をまもる場所はどこかなどを学んだ。工作は、着火素子にリード線を巻きつけ、絶縁テープで覆った。黒の塩ビ板上にアルミテープで地面や雲、ビル、建物、車、木などを作った。リード線を地面の部分に接続し、雲の上に着火素子を押し付けて高電圧を発生させ、放電を観察した。UFOや人を配置する子もいた。圧電スピーカを用いた環境にやさしいライトの工作を行った。参加者の方々から他にもさまざまな実験の改良のアイデアをいただき、親子教室ならでは成果があった。
②ファラデーモーター
　水銀の代わりにアルミテープと真鍮のくさりを用い、ネオジム磁石をいろいろ変えて実験した。手回し発電機を逆向きに回して、回転が逆になることを示した。
③圧電リニア-モーターカー
圧電ブザーを２個用い、斜めに並べて振動で動くリニアモーターカーを紹介した。網倉さんの提案で人形を後ろに乗せると早くなったが、その後はどの位置に乗せても同じだった。追試が必要。また、軽い電気二重層コンデンサーを搭載して自走式に改良する予定である。
３．網倉

足利先生の圧電実験の工夫に合わせ、石英の圧電効果を一発芸でさせていただきました。石英を力をかけてこすり合わせると、光を放ちます。水晶は圧電体の一種で、圧力をかけると振動（１秒間に32768回水晶による）します。それを利用したのがクオーツ時計です。暗闇で水晶を強くこすり合わせるとその振動で光を放ちます。
どんな石が光るのか？これからいろいろ調べたいと思っております。
４．滑川
１１月８日はとても楽しく過ごさせていただきました。やはり、理科や技術家庭、もちろん工業高校の科目などの醍醐味は実実験や実体験に有るなーつくづく感じました。５００円以内で出来る実験装置からボイル・シャルルの実験まで本当に楽しかったです。 自分でも値段にはこだわらず、しかしあまりお金を欠けずに発電や電池遊びなどの実験をしています。今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
５．網屋
例会に初めて参加させていただきました。ありがとうございました。ボイルシャルルの実験を始めて経験させていただいたり、１００均グッズでの実験を見せていただいたり、大変勉強させていただきました。今後ともよろしくお願い致します。
ｄ)　第７８回例会

日時：２００８年１１月２７日（木）午後１９～２３時
場所：福井県敦賀市木崎「とんとんびょうし」
参加者および発表内容：（敬称略、発表順）

１．藤原清　　　「リモコンモーターカー」
２．工藤博幸　　「広島を通して放射線を考える」
３．沖田紗世子　「『こりすがつくったやじろべい』紙芝居」
４．小林ようこ　「ＪＳＴ研修会に参加して」
５．平井博政　　「小麦人形『魚バージョン』」
６．月僧　秀弥　「マグヌスコップと作成中のサイエンスショー」
７．溝口　　　　「授業の達人に学ぶ実験」
８．菅森　　　　「理科離れを防ぐには」
９．梅川眞壽男　「11/3,23宇宙船にっぽん号結果報告」
10．松尾　　　「今年度九州での宇宙船にっぽん号７ヶ所の報告」
11．網倉聖子　「盲支援学校への液体窒素実験教室」
12．川村康文　
発表内容と感想：

１．川村康文
宇宙船にっぽん号のために，関東，関西から集まったメンバーと，地元の福井の先生方と，実験や理科を通しての交流ができて，とても楽しかったです。全国から集まられた先生方，みなさんの，センスにふれて，自分がどんどん広がっていくことを実感します。是非，今後とも，このような活動を継続して行くことができたらいいなと思います。　またＪＳＴ研修会のすごさも感じました。本年１０月１８日に行いましたＪＳＴ科学ボランティア研修会（入門編）ですが，これにご参加になった「こばやしようこ」さんが，敦賀での「宇宙船にっぽん号」に参加下さいましたし，また，昨年度，ご参加下さった平井先生が，今回は，福井の例会にもご参加下さいました。今後も，ＪＳＴ科学ボランティア研修会にご参加になった高木さんからも，サイエンスＥネットのイベントを一緒にやっていこうと立候補頂いています。こんな素敵な仲間が少しずつ，着実に増えて行く，そんな素晴らしい研修会であったこと，再認識できた例会でした。
２．小林容子　「ＪＳＴ研修会に参加して」
JST研修会でいただいたいろいろな工作キット＆冊子は、私が持っているだけでは勿体ない＝猫に小判なので、ボランティア仲間＆ボランティア先の施設に紹介して、有効に利用させていただいています。１２月には分光鏡？（ラップの芯）のアイデアをアレンジして、仲間の一人がサイエンスショーをする予定です★　また、JST研修会でサイエンスEネットの存在を知り、メーリングリストに登録していただいた事で、敦賀のショーや京都関電のショーの情報を知り、今回初めて例会＆敦賀のショーに参加させていただくことに・・・
ショーの感想は、何も分からない私に参加許可を出してくださった川村先生をはじめ、いろいろフォローしてくださった出演者の方々＆バックヤードの皆さん、どうもありがとうございました。役者の皆さん、アドリブ満載ですごいなぁと・・・バックヤードの皆さん、次から次へとてきぱき動いてらしたのがすごいなぁと・・・個人的には大きな風船をつくのが楽しかったです（一緒になって遊んでしまいました）＜追伸＞　マグヌスコップ、本番の朝、ホテルの部屋で沖田さんと二人で練習して、飛ばすコツをちょっとだけつかみました★※途中、輪ゴムが行方不明になるハプニングも・・・
それから、小麦人形の魚の触り心地が忘れられません・・・
３．沖田　紗世子　１１月１５日　山城サイエンスフェスティバル（於：光科学館・ふぉとん）の報告
やじろべえ　紙芝居　”こりすがつくったやじろべえ”椎名利一　画・作　教育画劇
例会での発表は初めてでしたが、山城サイエンスフェスティバルで講師をさせていただいた、やじろべえについての発表をしました。１３：３０～１６：００の短い時間でしたが、５０人近くの方の参加がありゆらゆら揺れるのに落ちないやじろべえを不思議そうに眺めている子ども達が印象的でした。
感想は、福井より平井先生と月僧先生をお迎えし、和やかな雰囲気の中で楽しい例会の一時を過ごしました。　小麦粉人形の感触がなんとも言えず、また月僧先生のコップの実験にはまり、小林さんとお部屋でいろいろと試してみました。どうしたら、うまくカーブして帰ってくるのか、まだまだ研究の余地ありです。　敦賀でのイベントに参加でき有意義な時間を過ごす事ができ嬉しく思います。ありがとうございました。参加されたみなさま、お疲れさまでした。
４．網倉聖子
東京ではない例会の参加は初めてで、とても楽しい時間を過ごすことができました。一人一人のとても素晴らしい発表内容で、また参加者によるアドバイスなどで、４時間があっという間に過ぎてしまいました。またその後もホテルに泊まる方々だけで、敦賀のショーの打合せを継続して行い、計７時間にも及ぶ長く熱い打合せでした。それでもなおまだまだ話足りない充実した例会でした。ありがとうございました。
ｅ)　第７９回例会

日時：2008年１２月２０日（土）PM6:00から
場所：京都市東区花見小路富永東入る一筋目北ローレルビル５階　和（やわらぎ）
参加者：１９名（敬称略。記入順）藤原清、溝口貴子、菅森あすか、安藤稔、高須佳奈、沖田紗世子、宮本哲幸、平賀章三、高木崇安、山下芳樹、船田智史、梅川眞壽男、川村康文、工藤博幸、一木博、松林昭、梅川祐嗣、奥山登、山下啓子、網倉聖子
発表テーマと発表者
１．守山市立玉津小学校ＰＴＡ実験教室の報告　（藤原清）
２．手回し発電機でクリスマスツリーを点灯しよう！左右回転するモーターカー　（網倉聖子）
３．『太陽光と生態系の関係』への関心を促す小学校教材の開発　（松林昭）
４．同上　高校版　（一木博）
５．「日本科学実験教材研究年報」の必要性　（川村康文）
６．その他　家族会費について
　　世帯を一緒にする家族の場合、２人目からは半額にする提案があり、多数の賛同を得たので、次回理事会で　

　はかった上総会に提案することとした。
発表内容と感想：
１．網倉聖子
①手回し発電機でクリスマスツリーに点灯しよう！
②・左右回転するモーターカー
　モーターの回る柄の部分をタイヤに利用した車の工作
左右モーターカーは、柄にゴムをつけるともっと回転が効率よくできるなど、いろいろなアイデアをいただき、更にグレードアップできそうです。ありがとうございました。また初めて祇園の町に足を踏み入れました。松林先生ありがとうございました。貴重な体験ができました。
２．川村康文
発表内容は，「日本科学実験教材研究年報」の必要性について，熱く語らせて頂きました。市民のみなさんが，引っ張る科学実験教室活動，科学ショーなどが，十分に盛んになって来ている昨今です。それに刺激されて，理科教員による実験教材の開発研究も盛んになってきていると考えます。ＮＰＯ法人サイエンスＥネットでは，これらの活動を，市民レベルで活性化させることのお手伝いができればと考え，何年かの準備期間を用意して「日本科学実験教材学会」を設立するためのお手伝いをしたいと考えています。そこで，日本科学実験教材学会の設立の準備として，日本科学実験教材研究年報を，２００９年６月に発刊したいと考えています。日本科学実験教材研究年報　第１号　では，学校教育において授業で使える実験や教材を，社会教育において使える実験や教材の投稿を募集します。卒論や修士論文であっても結構です。そこで，日本全国のみなさまに，広く原稿を募集します。ＮＰＯ法人サイエンスＥネットの正会員以外のみなさまからは，投稿料を４０００円として，原稿募集を行いますので，是非，投稿どうぞよろしくお願いします。
　松林先生，祇園での忘年会，ありがとうございました。本日の「宇宙船にっぽん号」でも，網倉温暖化星人ボスが，「そんなに簡単にお宝が手に入ったら，俺たちすでに大金持ちさ！」といせりふのところ，「そんなに簡単にお宝が手に入ったり，いまごろ，祇園でどんちゃんさわぎだ！」と，換えて，やっておられるのをみて，松林先生のおかげと，感謝しています。
３．高木崇安
　とても充実した時間が過ごせました。川村先生はじめ皆さんの志の高さにおどろきました。来年は、登場者で参加することをコミットします。　松林先生いろいろありがとうこざいました。懇親会4時間もいたんですね。あまりにも楽しく、時間を忘れていました。　祇園で貸切での懇親会で会議(例会)生まれて初めてサンタの格好をしてビラ配り(松林先生、たいやきありがとうこざいました。)など、思い出が一杯です。
一生懸命と遊び心のあるサイエンスEネットが大好きになりました。今後ともよろしくお願いします。
４．藤原清
「滋賀県守山市立玉津小学校ＰＴＡ実験教室の報告」
　講師：藤原清，ＴＡ：山下啓子，藤倉舞
　参加者：親子５５名，ペットボトル１本のみ（５００ＣＣ）持参
　実験内容：
　①水のマジックショー（
②ペットボトル２本を使ったトルネードの実験（演示実験のみ）
③ペットボトルを使った浮沈子の工作
④ペットボトル顕微鏡の工作（玉ねぎの観察）
実験教室を終えて：成果があったこと。
①ペットボトルをリサイクルとして工作の材料に出来たこと。
②水のマジックショーでの発見で工藤先生のように一瞬に色が変わらずボトルを振るたびにすこしづつ色が変　

わったこと。（多くの人がアンケートの中で色が何回も変わったことが良かった不思議だったと言っていた）③これもアンケートの中に多くあったことで，家に帰って同じ実験をぜひやって見せたいとのこと。（材料が家　

の台所ですべてそろうこと）
５．松林昭「太陽光や水」と生態系への関心を育む教材開発と授業実践
　日本と海外のエネルギー環境教育の比較をして、日本のエネルギー環境教育のありかたを研究した。そのときスウェーデンのエネルギー教育でミニボトル生態系と出会った。それをヒントに４つのモデル（閉鎖と開放：太陽が当たる、当たらない）から、子どもたちに瓶の中の植物、虫、メダカなどの生き物がどのようになっていくかを、個々の仮説を大切にして実験・観察を行った。２００６年度は、パンジー、２００７年度は、パンジーとメダカ、２００８年度は、パンジー、バッタ、メダカと、現在も観察を続けている。
　２０日の例会・忘年会in祇園では、お疲れ様でした。祇園の歓楽街の一室を借り切り全国から２１名の参加をえまして、無事、終了しましたこと、皆様のご尽力のたまものだと、感謝しております。６時スタートでしたが、例会、日ごろ話しできないことで、大変盛り上がり、あっと言う間に、１０時になりました。１年の締めくくりにふさわしい場がもてたことと、喜んでおります。
　立命館大学朱雀キャンパスに、昼からのサイエンス・ライブショウーにかけつけました。オープニングの宇宙船日本号のみごとな演技に、ついに私も噴出していました。網倉さん、まさにスカウトされそうですね。工藤先生との絶妙なやりとり、日本号に乗りました宮本艦長以下、理科大美人三姉妹も、最高の演技を見せていただきました。また、川村先生の素敵な服をまとって出てきて、なにげなく歌い上げる歌手もよかったですね。一木先生の博士は、子ども一人ひとりを大切にしながら、お話をしてくださり、感動しました。山下先生の奥様も司会が、板についてきましたね。プロも真っ青でした。評論家気分でお手伝いさせていただきましたが、本当に、すばらしいサイエンス・ライブショウーができました。裏方に徹してくださった皆様にも心より御礼もうし上げます。
６．山下芳樹]
一昨日の例会（忘年会つき）にご参加いただきました皆さんご苦労様でした。その際、お話させていただきました「科学実験教材研究年報」ですが、是非ご活用（ご投稿）下さい。大学の教員人事などに関わっていますと、特に教職関係では実践（現職経験）とそれにマッチングした著書、論文が大切だなと思います。本数は、大学のよってまちまちですが、私の所属する所では、著書（単著であれば１本）、論文ですと１０本もあれば俎上に上ってくるように思います。もちろん、これらは理科教育関係の職ですと、理科教育に関わってのものであることが大切です。　ちょっと脱線しましたが、是非とも上記年報に皆さんの実践（論文、論文への芽）をご投稿ください。　
　その後、第８１回（2月28日東京：東京理科大川村研）、第８２回（3月20日名古屋）、第８３回（3月22日京都：『がんこ』）で開催した。
